【有期契約社員用】
雇用契約書　兼　労働条件通知書

株式会社○○（以下甲という）と○○　○○（以下乙という）とは、以下の通り、有期契約社員雇用契約
を締結する。
	契約期間
	○年○月○日から　　○年○月○日まで○○か月間
（試用期間：　　○年○月○日～　　○年○月○日）

	
	【有期雇用特別措置法による特例の対象者の場合】
無期転換申込権が発生しない期間：　Ⅰ（高度専門）・Ⅱ（定年後の高齢者）
Ⅰ　特定有期業務の開始から完了までの期間（　　　年　　か月（上限10年））
Ⅱ　定年後引き続いて雇用されている期間

	就業の場所
	東京工場（東京都○○区○○２－３－４）

	従事すべき
業務の内容
	○○○○及びこれに付随する業務

	
	
	【有期雇用特別措置法による特例の対象者（高度専門）の場合】
・特定有期業務（　　　　　　　　　　開始日：　　　　完了日：　　　　）

	始業、終業の時刻、
休憩時間等
	１　始業・終業の時刻：午前○時○分～午後○時○分
２　休憩時間：午前○時○分～午後○時○分（○分間）
所定時間外労働の有無（　有　、　無　）

	休　日　等
	毎週土曜日・日曜日、国民の祝休日、その他（年末年始　　　　　　　　　）
所定休日労働の有無（　有　、　無　）

	休　　　暇
	１　年次有給休暇
６か月継続勤務し出勤率が８割以上の場合１０日　その後法定通り
　時間単位年休（有・無）　代替休暇（有・無）
２　その他の休暇　有給（慶弔休暇）　無給（産前産後休暇、育児休業、介護休業等）

	賃　　　金
	１　給　与　月額　○○○　　円（○○手当含む）
２　諸手当　通勤手当（1か月分の通勤定期代を支給、ただし上限金額○○円）
３　所定時間外、休日または深夜労働に対して支払われる割増賃金率
イ　所定時間外　所定超（0）％
法定超　月45時間迄（25）％、限度時間超（25）％、月60時間超（50）％
ロ　休日　法定休日（35）％、週40時間を超え法定外休日に勤務する場合（25）％
ハ　深夜（25）％
４　賃金締切日　毎月○日
５　賃金支払日　翌月○日(乙の指定する銀行口座に振り込むことにより支払う)
６　労使協定に基づく賃金支払時の控除（有（社員会費　）、無）
７　昇降給（　有（毎年　月）、無
　但し契約更新した場合は給与額を改定することがある）
８　賞　与（　有（毎年　月、　月）、無　）
９　退職金（　有（勤続　年以上）、無　）

	契約の
更新・終了に
関する事項
	１　契約更新の有無
　イ.自動的に更新する　ロ.更新する場合がありえる　ハ.更新しない
２　更新回数の上限　　（有（　３回まで）、無）
３　契約更新の有無は、次により判断する。
　・契約期間満了時の業務量　・従事している業務の進捗状況
　・乙の能力、業務成績、勤務態度　・会社の経営状況　・その他（　○○○○　　　　）
４　契約更新の有無は、契約期間満了の１か月前までに通知する。
５　上記の更新の場合を除き、本書面による雇用契約は、契約期間満了をもって終了する。
６　業務の都合上必要がある場合には、本人の同意を得た上で、65歳を超えて有期雇用契約を更新することがあるが、定年退職後引き続いて再雇用されている期間であるため有期雇用特別措置法による特例の対象者に該当し、無期転換申込権は発生しない。

	退職に関する事項
	１　定年制　　（有（60歳）、無）
２　継続雇用制度　（有（65歳まで）、無）
３　自己都合退職の手続（退職する○○日以上前までに文書により届け出ること）
４　解雇の事由及び手続（就業規則第○条～第○条に定める通り） 


	雇用形態の転換
	有期契約社員は、所定の要件を満たす場合には、無期契約社員もしくは正社員に転換することができる。所定の要件については、「契約社員就業規則」による。

	そ　の　他
	・雇用管理の改善等に関する事項に係る相談窓口
　　担当者職氏名　人事部：○○　（連絡先電話　○○－○○○○－○○○○）
・社会保険の適用（　有　、　無　）（健康保険、厚生年金）
・雇用保険の適用（　有　、　無　）
新たに有期契約社員となる者又は有期雇用契約を更新する者は、この雇用契約書の内容をよく理解した上で、これに署名をし、提出した後でなければ有期契約社員として就労してはならない。
本契約書に定めることのほか、就業に関する事項は、甲の就業規則および諸規程による。
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